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Ⅰ 班 研 究

日 本 部

近世前期における政治的主要人物の居所と行動

班長 藤井 譲治

近世前期の政治過程は,機構 ･組織よりも政治的

主要人物の人間関係に即 して展開するものであり,

それゆえにこの時期の政治史,さらには文化史を考

えていくためには,彼等のそれぞれの時点での居所

と行動を解明する作業が不可欠である｡本研究では,

まず政治史上価値の高い文書であるにもかかわらず,

年紀がないゆえに十分に利用されてこなかった中井

家文書,永井家文書の年代を可能な限り確定すると

ともに,主に上方支配に重要な役割を果たした人物

を中心に20人について,その居所と行動の解明にあ

たった｡報告書は1993年度中に発行の予定である｡

1993年

1月11日 徳川秀忠の居所と行動 藤井

1月25日 小堀政一の居所と行動 藤田

2月8日 慈性の居所と行動 母利

4月12日 五味豊直の居所と行動

4月26日 徳川家光の居所と行動

5月10日 大久保長安の居所と行動

5月24日 板倉垂宗の居所と行動

6月14日 永井直橋の居所と行動

6月28日 小野貞則の居所と行動

7月12日 板倉勝重の居所と行動

10月25日 中坊時柘の居所と行動

曽我古柘の居所と行動

11月8日 井伊直孝の居所と行動

11月29日 徳川家康の居所と行動

12月27日 小野貞則の居所と行動

大久保長安の居所と行動

板倉勝重の居所と行動
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近代東アジア世界の構造連関 班長 古屋 哲夫

概 してこれまでの ｢東アジア｣研究は,東アジア

諸地域におけるナショナリズムの発展を背景として,

それぞれの社会 ･国家の自立化を対象とする一国史

的研究とその比較という形で展開してきた｡そのた

めに,この地域の諸民族が ｢東アジア｣世界におけ

る多面的な相関関係を規定 Lかつ規定されながら発

展するという側面には十分な関心が払われてこなかっ

たといえる｡われわれは,近代 ｢東アジア｣におい

て取り結ばれたこうした諸関係を総体としてとらえ,

その起源と展開をあさらかにしたい｡
とりあえずは日本部全体の研究会として発足し1

年を経過 したが,関心のある所内外おおくの方々の

参加を呼びかけたい｡

藤田 班員 古屋哲夫 飛鳥井雅道 落合弘樹 斎藤希

藤井 史 佐々木克 塚本明 藤井譲治 水野直樹 安冨

仙田 歩 山室信一 山本有造 横山俊夫 (以上所内)

塚本 1993年

藤井 1月18日 員原益軒と ｢ひとの国｣横山 俊夫

母利 2月15日 古代 ･中世東アジア世界の貨幣的構

横田 造連関 安富 歩

9月13日 島田直時と久且正俊の居所と行動 4月19日 東アジアの相互意識 落合 弘樹

9月27日 中坊秀政の居所と行動

永井家文書

宮本

仙田

藤井
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5月17日 サンジンソウにことよせて

横山 俊夫

6月7日 ｢征韓論時代｣の東アジアにおける



人 文

国際環境 佐々木 克

6月21日 東アジアにおける ｢近代｣を考える

古屋 哲夫

7月 5日 ｢東アジア｣銀圏の形成 ･展開 ･消

滅 山本 有造

9月20日 アメリカにおける朝鮮関係資料につ

いて 水野 直樹

10月 4日 ある大陸浪人の伝記 斎藤 希史

10月18日 打合せ 全員

11月15日 武士の国家と国家意識 藤井 譲治

12月 6日 打合せ 全員

文学からなにが見えてくるか 班長 飛鳥井雅道

研究班は最終年度に入ったが,班員の研究報告を

行う本報告部会と並行 して,日本最初の ｢翻訳中温｣

である 『漂荒紀事』の会読部会 も引き続き進められ

ている｡

両部会に共通 しているのは,ともに日常性からの

｢異境｣｢異界｣を意識 していることであり,本報告

も,会読部会 も,いわゆる ｢近代｣文学論には立 っ

ていない｡またあえて,意識的に,日常からの脱出

がどのように文学のテーマとなってゆくか,そして

それがいかに表現されてゆくかに,力点をおいた報

告が積み重ね られている｡日本の近世 ･近代が対象

の中心になっていることは事実だが,東アジア,さ

らにロシア ･フランス ･ドイツなどの地域における

文学の転換 ･変貌 も報告の主要テーマの一つとなっ

ている｡

また,本報告と会読とでそれぞれの報告書を作成

する予定で,1994年 3月の班終了に向けてすでに準

備にとりかかっており,ひとまず本報告の成果が先

に刊行されるが,会読部会はさらに集約的な検討が

必要であり,若干の日時を要することとなろう｡

1993年

2月10日 『漂荒紀事』会読 木村

2月24日 打ち合わせ

4月14日 『漂荒紀事』会読 木村

4月28日 レールモントフ 『仮面舞踏会』木村

5月12日 『漂荒紀事』会読 米井

5月26日 鏡花をめぐって 須田

6月 9日 『漂荒紀事』会読 米井

学 報

6月23日 能におけるリアリズム 藤田

6月30日 『漂荒紀事』会読 谷川

7月21日 『漂荒紀事』会読 谷川

9月22日 『漂荒紀事』会読 生田

10月 6日 『漂荒紀事』会読 生田

10月13日 冒険の文体 斎藤

11月24日 異化作用としての翻訳 生田

12月8日 『漂荒紀事』会読 斎藤

班員 飛鳥井雅道 宇佐美暫 大浦康介 落合弘

樹 佐々木克 鈴木啓司 富永茂樹 藤田陸別 斎

藤希史 (以上所内) 池田浩士 加藤幹郎 木村崇

三原弟平 若島正 松田清 (以上総合人間学部)

生田美智子 須田千里 (光華女子大) 谷川恵一

(高知大) 林完枝 (大阪市大) 米井力也 平田

由美 藤元優子 松村耕光 (以上大阪外大) 堀田

桂子 (民博大学院) 清田秀 (神戸大大学院)

｢大東亜共栄圏｣の経済構造 班長 山本 有造

先の山本班 『｢満州国｣の研究』の終了をうけ,

対象を ｢大東亜共栄圏｣に広げようとしたものであ

るが,当面は経済史に分析対象を しぼ り,intensive

な共同研究を行いたい｡できれば,いずれ予定する

『｢大東亜共栄圏｣の研究』のための準備会的性格を

も持たせたいと考えている｡現在,水曜日隔週に研

究会を開いている｡

班員 山本有造 安富歩 (以上所内) 木村光彦

(帝塚山大) 平井広一 (北星学園大) 松本俊郎

(岡山大) 山田敦 (大阪市大 ･院)

1992年

4月21日 打合せ会 全員

5月19日 台湾史研究の現状 山田

書評 『(岩波講座)近代日本と植民

地』第 1巻 ･第 2巻 山本 ･木村

6月 2日 アフリカにおけるColoniallmpact

の評価について 北川勝彦

書評,同上書,第 3巻 ･第 4巻

安富 ･松本

6月23日 植民地独立と途上国開発政策の登場

松永 達

書評,同上書,第 5巻 ･第 6巻

木村 ･山田

-118-



棄

7月 7日 日本における植民地史研究の現状と

展望 山本

書評,同上書,第 7巻 ･第 8巻

安富 ･松本

8月3日 (臨時研究会)シンポジウム ｢日本

における植民地史研究の新しい地平｣

準備会 全員

10月6日 ｢大東亜共栄圏｣構想とその構造

山本

10月20日 戦間期における樺太植民地財政の展

開 平井

11月10日 書評 『｢満州国｣の研究』第 3部

平井 ･木村

12月1日 ｢満州国｣が残 した鉄鋼業資産

松本

転換期における個人と組織 班長 佐々木 克

歴史の転換期において,個人がどのように生活し,

いかに生き,あるいは生きざるをえなかったのか,

有名,無名の群像の, ライフスタイルを明らかにす

ることを,この研究は第一の課題としている｡班員

各自が,一人あるいは複数の人物を担当することに

したが,当面対象とする人物は,政治家,志士,公

莱,大名,幕臣,学者,豪農,老農,村役人,そし

て侠客,女性等々,多様 ･多彩な群像が選ばれた｡

この研究は,限 られた史料と時間的制約があるため,

かならず Lも対象とする個人の伝記的研究をめざす

ものではない｡むしろ転換期における社会ならびに

組織と個人との関わり,という問題に比重を置いて

いる｡さらにもう一つの問題は,まとめの段階での

課題でもあるが,個々人の生活史を集合 し,検討を

加えることによって,その時代の社会のイメージと

断面を,浮かび上がらせる事ができると考えており,

この課題をも,常に心に留めて,研究を進めて行 く

ことにしたい｡なお転換期をある時期と特定 してい

ないが,班員の研究領域と問題関心の関係から,主

に明治維新期が中心となる｡

班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明

藤井議治 (以上所内) 青山忠正 (大阪商業大)

池田宏 (滋賀県立図書館) 奥村弘 (神戸大) 小

股憲明 (大阪女子大) 勝部真人 (大阪教育大付高)

報

鈴木祥二 (立命館大) 鈴木栄樹 (京都薬大)

谷山正道 (天理大) 辻 ミチ子 (京都文化短大)

原田敬一 (仏教大) 手島一雄 岸本覚 (以上立命

館大院生) 三沢純 (広島大院生)

1993年

1月29日 石川理紀之助をめぐる老農群像

勝部

2月12日 猪飼隆明 『西郷隆盛』をめぐって

三沢

4月23日 長州藩元治内乱における鎮静全議員

と干城隊 岸本

5月14日 北多摩の民権家松村弁治郎の軌跡

落合

5月28日 西郷隆盛と西郷伝説 佐々木

6月11日 尚歯会の人々-遠藤勝助と渡辺華山

を中心に- 鈴木祥

6月25日 『贈従一位池田慶徳公御伝記』をめ

ぐって 青山

9月24日 明治期の不敬事件 小股

10月8日 鳴物停止 ･強要された ｢慎｣の成立,

展開,崩壊 飛鳥井

10月22日 大三輪長兵衛の実業と政治 原田

11月7日 名望家武井右衛門について 奥村

12月3日 大蔵省時代の吉田清成 鈴木栄

西 洋 部

記号 ･意味 ･文学 班長 大浦 康介

この研究班は,文字一般に関する理論的探究をそ

の目的とする｡｢文字とは何か｣ という古 くかっ新

しい問題を中心に据え,構造主義以降の言語学 ･記

号論的成果を批判的に踏まえつつ,文学理論の新た

な地平を美学,心理学,社会学など他の学問の領域

とも関連づけながら摸索 しようとするものである｡

三年目にあたる今年は,報告書作成に向けて,以下

のようなスケジュールで研究発表および原稿検討会

をもった｡

班員 大浦康介 宇佐美奔 斎藤希史 鈴木啓司

(以上所内) 田口紀子 吉田城 (以上文学部)

多賀茂 (総合人間学部) 石田英敬 (東戻大) 大

石雅彦 (同志社大) 小西嘉幸 (大阪市大) 小山

俊輔 (立命館大) 丹治恒次郎 (関西学院大) ピ
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人 文

エール ･ドゥヴォー (甲南女子大) 山路龍天 (同

志社大) 山田広昭 (神戸大)

1993年

2月13日 『紅楼夢』を読む 山路

2月27日 小説における現在形の意味と小説世

界の構造 田口

3月13日 翻訳 ･韻文 ･散文 宇佐美

3月27日 模倣と起源-18世紀の芸術論をめぐっ

て一 小西

4月26日 L'EvocationdesChouans(Ba1-

zac)dansLesEaux∂troites

V (Gracq) :uneinterlecture?

ベルマン-ノエル (ゲス ト講演)

5月24日 報告書作成にあたっての提案 大浦

6月7日 Berlioz:dissonancesd'Euphonia

ドゥヴォー

6月21日 原稿検討会

7月5日 原稿検討会

10月4日 原稿検討会

10月25日 原稿検討会

11月29日 原稿検討会

12月20日 原稿検討会

鈴木

大浦

大浦 ･吉田

小山 ･鈴木

山田 ･田口

多賀 ･山路

『儀礼的暴力の研究』 班長 田中 雅一

本研究班では過去三年間の討論を踏まえ,暴力現

象を 1)社会,宇宙の再生に積極的に関与する暴力

(供蟻,宗教的苦行,火渡 り), 2)社会統制に関わ

る実体的暴力, 3)伝統的暴力装置の近代における

変化, 4)暴力の理論の四領域に分けて,理解を深

めた｡報告では総合人間学部の福井勝義氏,ロンド

ン大学 (LSE)の J.P.Parry教授,民博客員

研究員の S.Simonse博士に特別講演を依頼する

ことができた｡

班員 田中雅一 井狩禰介 佐々木博光 鈴木啓

司 谷泰 富永茂樹 藤田陸別 (以上所内) 松田

素二 (文学部) 菅原和孝 (総合人間学部) 青木

恵理子 (民族学振興会) 阿部泰朗 (大手前女子大)

大越愛子 (近畿大) 大塚和夫 (都立大) 小田

亮 (桃山学院) 春 日直樹 (奈良大) 川村邦光

松村一男 (以上天理大) 栗本英世 小島谷有紀

田辺繁治 吉田憲司 (以上氏博) 滝口直子 (大谷

学 報

大) 長嶋佳子 (大阪学院大) 三浦耕吉郎 (関学

大) 棚瀬慈郎 西井涼子

1993年

1月18日 攻撃性の文化誌 :東アフリカ牧畜民

の家畜をめぐる社会化

福井勝義 (ゲス ト)

2月 1日 交換 と非交換性 :<幹なる嫁> と

<大地の子> 青木

2月15日 ポルノグラフィー論争の意味するも

の 大越

3月 1日 共同体の実践暴力の行方 松田

3月15日 シャリバリ儀礼の転用をめぐって(2):

理論的パースペクティブ 三浦

3月15日 産女と力 川村

3月26日 On HierarchicalComplemen-

tarlty Parry

4月2日 今後の方針 谷 ･田辺 ･菅原 ･田中

6月 7日 King-KillingandSocialCon-

sensusintheNiloticSudan

S,Simonse

6月21日 RegicideandComplementary

Opposition S.Simonse

7月5日 SchismogenesisandtheStruc-

turalStabilityofNiloticPoli-

tics S.Simonse

10月4日 暴力 ･贈与 ･共同体 小田

10月18日 アニュワーヌエル関係の現代的展開 :

民族間関係と外部勢力 栗本

コミュニケーションの自然誌 班長 谷 泰

身体,音,言語などコミュニケーショナルな行為

表象のレフェラントの階層性,自己言及を含めた指

示作用,意味連関性,社会行為としての力などの問

題が,基本的作業前提としての協調性の問題ととも

に追及すべき論点として提出された｡本研究班は,

おもに社会的インターラクションの現場資料をもと

に分析を行い,より適切な記述の言語をチェックす

ることを目的としているが,今年はそのような具体

資料の検討のはか,理論言語学,文学などの分野か

らのゲス トをも招いて討論を行った｡来年からは,

上記の問題点をより徹底 して追求すべ く同種の研究
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嚢

会を続ける予定であるが,一応三年目のまとめとし

て,これまで収集 した現場資料をまとめた資料集を

刊行する予定である｡

班員 谷泰 田中雅一 藤田陸別 (以上所内)細

馬宏通 (理学部) 菅原和孝 (総合人間学部)北村

弘二 (弘前大) 木村大治 (福井大) 串田秀也

(大阪教育大) 高畑由起夫 (鳴門教育大) 野村

直樹 (名古屋女子商科大) 沢田昌夫 (山口大)野

村雅一 (国立民族学博物館) 早木仁成 (神戸学院

大) 深尾葉子 (大阪外大) 水谷雅彦 (神戸大)

宮脇幸生 (大阪府立大)

1993年

1月11日 サンの会話の連関性をめぐって

菅原

3月8日 野性チンパンジ-のサファリ行動

4月26日 中間総括

早木

谷

5月10日 菅原和孝 『身体の人類学』合評会

田中 ･木村

5月24日 あいさつと出会い 野村 (雅)

6月14日 二重拘束論とすりかえ理論をむすぶ

概念 野村 (直)

6月29日 誘惑について 大浦

7月12日 会話におけるトピックの組織化につ

いて 串田

9月13日 聞き手領域といわゆる ｢共有知識｣

について 田窪

9月26日 共有知識をめぐる トラブル 細馬

10月25日 笑いの自己言及的文脈指示能力の考

察から 谷

11月8日 サンの言語行為論 菅原

11月22日 歌の上演における独唱形態と合唱形

態 藤田

12月 5日 はたして記号は失われたか- 高畑

象徴主義の研究 班長 宇佐美 葬

4年間の予定で1993年 4月より発足 したこの研究

班の目標と活動内容の概略は,以下の通 りである｡

フランスを中心とするヨーロッパの文学テクスト

を主な対象として,象徴主義が提起 した問題とは何

報

かを問うことから始める｡その際,音楽 ･美術 ･演

劇などの諸芸術との関わり,政治や社会の変動が及

ぼした影響,思想史的なコンテクスト,および中国 ･

日本など非 ヨーロッパ諸国との比較対照の視点をも

重視する｡ついでそれらの諸問題がその後どのよう

な展開を遂げたかを問う｡特に20世紀初頭のアヴァ

ン･ギャル ド芸術を,象徴主義のひとっの展開,結

実あるいは変貌として見とどけたい｡ したがって時

代区分としては,19世紀中葉から1920年代までを視

野に収める｡

なお本年度は初年度でもあり,共同研究の準備と

基礎がためとをめざして,各班員の個人研究と象徴

主義との接点を摸索することに重点を置いた口頭発

表がなされた｡

班員 宇佐美奔 大浦康介 阪上孝 鈴木啓司

(以上所内) 小林満 田口紀子 吉田城 (以上又

学部) 多賀茂 松島征 (以上総合人間学部) 相

木隆雄 上倉庸敬 (以上大阪大) 山田広昭 吉田

典子 (以上神戸大) 内藤高 山路龍天 (以上同志

社大) 相木加代子 (京都市芸大) 小西嘉幸 (大

阪市大) 小山俊輔 (立命館大) 島本院 (帝塚山

学院大) 丹治恒次郎 (関西学院大)ピェ-ル･ドゥ

ヴォ- (甲南女子大) 中井敦子 (徳島大) 丸岡

高弘 (南山大) 三野博司 (奈良女子大)

1993年

5月8日 象徴主義をどう考えるか 宇佐美

6月21日 ロマン主義 における象徴論-Cou-

sin,Jouffroy,Leroux 丸岡

7月19日 L'6pisodedu(:miroirquire-

vient》damsLemiroirquire-

vientd'Alain Robbe-Grillet:

1esen]euxd'unefiguresymboli

que Bellemin-N061

<殺人>を語るということ-カミュ

の場合 三野

9月20日 物語における象徴の場一中心紋の手

法 (miseenabyme)についての

考察- 松島

11月1日 LeChef-d'αuvreinconnu, r o-

mand'amourouromand'a rt?

相木
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11月15日 啓蒙の絵画論-ド･ピールを手がか

りとして 島本

12月13日 BouvardetP6cuchetについての

一考察 相木 (加)

ステイタスと職業 班長 前川 和也

工業化以前の諸社会での ｢職業｣がもっていた意

味をさぐっている｡二年目の今年度は, ｢職業｣が

どのような社会的威信を保持 していたか,身分制度

の揺らぎと職業,さまざまな分野での ｢専門｣職の

成立が,中心課題として,報告 ･討論された｡

班員 前川和也 佐々木博光 田中雅一 横山俊

夫 (以上所内) 服部良久 夫馬進 南川高志 (以

上文学部) 川島昭夫 (総合人間学部) 阿河雄二

郎 脇田晴子 (以上大阪外大) 井上浩一 大黒俊

二 (以上大阪市大) 川北稔 江川温 (以上阪大)

川本正知 (奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木

利章 (神戸大) 波多野敏 (京都学園大) 早川良

弥 (梅花女子大) 三成美保 (大阪経法大) 森明

千 (国立民博) 山麺規子 (奈良女子大)

1993年

1月12日 近世期フランスの貴族意識-フラン

ク人のガリア征服をめぐる議論

阿河

1月19日 訟師一前近代中国の訴訟プロ 夫馬

1月26日 19世紀フランスにおける精神医学者

波多野

2月2日 購民 -ヨーロッパの<名誉なき人

々> 佐々木

4月20日 『家族 ･世帯 ･家門-工業化以前の

世界から』合評会 全員

4月27日 16世紀ポーランドの 『三職分経給間

学 報

9月14日 12･13世紀ボローニア大学をめぐる

問題から 山辺

9月28日 古代メソポタミアの身分 ･ステイタ

スと職業 前川

10月 5日 教区記録からみたパーソンの概念

森

10月19日 ガードナー ･ナースリーマン･シー

ズマンー植物をめぐる職業の成立

川島

10月26日 中世末期の貴族身分-デロジアンス

とアノブリスマン 江川

11月2日 イギリスにおけるステイタス基準の

展開-LanguagesofSocialDis-

crimination 川北

11月16日 石か種子か-T.Ⅰ.01iviのインテ

レスト論 大黒

12月7日 中世盛期 ドイツのホーフ･カペラン

(宮廷司祭)について 早川

12月14日 イブン･ハル ドゥーンの経済論一労

働価値説と分業論 川本

知識と秩序 (Ⅱ) 班長 阪上 孝

1990年に発足 した本研究班は,近代社会の誕生と

ともに登場する ｢社会技術｣的な知識と,それが作

動するさまざまな空間 (家族,学校,国民社会など)

との関係について,大革命期のフランスをはじめと

する西洋諸国と日本とを対象に研究会を積みかさね

てきた｡最終年度をむかえた本年は,研究報告書に

おける論文執筆をめざして,各班且による研究発表

を継続 し,さらに,これまでの研究会で得られた論

点,知見を総括する作業を進めている｡

班員 阪上孝 富永茂樹 大浦康介 上野成利

答』 小山 光永雅明 (以上所内) 浅田彰 (経済研) 木崎喜

5月18日 大ざつしよの持主 横山 代治 (経済学部) 小川伸彦 (文学部) 石井三記

25日 ローマ帝政時代の騎士身分 南川 (東海大学) 市田良彦 (大阪女子大) 小西嘉幸

6月1日 訟師秘本とその世界 夫馬 (大阪市大) 小林清一 (滋賀短大) 西川長夫

6月15日 19世紀イギリスのプロフェッショナ

リズム-薬剤師を中心に

村岡 (甲南大)

6月22日 日本中世の分業と身分制一被差別民

を中心として 脇田

(立命館大) 牟田和恵 (甲南女子大) 水嶋一意

1993年

1月22日 ｢救貧法｣について- "moralisa-

tion"の観点から一 光永

2月26日 LeCitoyenSa°een1793-サ ド
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の "opportunisme"をめぐって

大浦

4月23日 DelaBastilleaBic6tre-Com

mentpeut一〇ndeveniruncitoy

en?一 富永

5月14日 市民社会と規範-M.ホルクハイマー

の視座から一 上野

5月28日 知識の制度化一共和国三年のエコー

ル ･ノルマルー 阪上

6月18日 明治期における respectability と

家族 牟田

6月25日 革命とコー ド化-フランス革命期の

民法典の問題一 石井

7月16日 法と商業と ｢デモクラシー｣ 小林

7月30日 研究報告書検討会 全員

9月24日 市民の分割- ｢人間と市民の権利宣

言｣のパフォーマンス(2ト 水嶋

10月8日 医学と統計の交錯-Comment

peut一〇ndeveniruncitoyen?(2ト

富永

10月22日 リベラルな統治法一救貧-移民論か

らみたその構造一 光永

11月19日 フランス革命と陪審制 石井

11月26日 産業主義の社会組織論 阪上

12月3日 近代日本における ｢国民｣の生成と

｢家庭｣イデオロギー 牟田

12月17日 サ ドについてのまとめ一作品に戻っ

て一 大浦

古典インドの法と社会 班長 井狩 禰介

｢法 (ダルマ)｣は,インド文明の構造を理解す

るためにもっとも重要な鍵となる概念である｡｢ダ

ルマ｣の観念は,古典 インドはもとより現代に至る

まで,インド文明の社会秩序と文化規範の思考の枠

組みの基調低音をなす ものとして機能し続けてきた｡

このような ｢ダルマ｣を中心主題として編纂された

文献群が ｢法典｣である｡本研究班は, ヒンドゥー

社会の行為準則集として成立 した古典インド法典の

形成期に焦点をあてて きたが,法典を狭義の法律集

成として扱 うのでなく,いわばヒンドゥー教文化を

映す鏡として扱 う立場を打ち出している｡具体的に

報

は,｢ヤージュニヤヴァルキア法典｣ を取 り上げ,

インド学各分野の専門家の協力のもとに,その文体

と内容の分析を行いっつ,本法典の成立過程と内容

の歴史的位置づけを検討する事を作業課題としてい

る｡本年は第三年度に当たり, これまでに本法典の

約四分の三に相当する部分の検討を終えている｡

班員 荒牧典俊 井狩禰介 藤井正人 船山徹

山下正男 (以上所内) 徳永宗雄 御牧克巳 (以上

文学部) 赤松明彦 (九州大) 永ノ尾信悟 土田

龍太郎 横地優子 (以上東京大) 榎本文雄 (華頂

短大) 狩野恭 黒田泰司 八木徹 (以上大阪学院

短大) 後藤敏文 後藤純子 伏見誠 (以上大阪大)

島岩 (金沢大) 正信公章 渡瀬信之 (以上東海大)

高島淳 (東外大AA研) 竹中智泰 (常葉学園大)

中谷英明 (神戸学院大) 林隆夫 (同志社大) 引

田弘道 (愛知学院大) 矢野道雄 (京都産大) 松

田祐子 (国際仏教大) 乙川文英 杉田瑞枝 山下

勤 (以上京都大D.C.) 梶原三恵子 (大阪大 D.

C.)

正義システムの諸相 班長 山下 正男

本共同研究班は義務論理学を強力な武器として援

用 しながら次の三つの順序で正義論の諸体系を研究

するものである｡(1)正義の観念論的諸体系,(2)正義

の法的諸体系,(3)正義の法的諸体系のサバイバル ･

テス ト｡

本研究班は以上三項目のうち,(2)を中心テーマと

するものである｡すなわち各種実定法がいかなる正

義をどの程度表現 しているのか,また現行の実定法

からこぼれ落ちている正義があるとすれば,どのよ

うな実定法を新たに追加すべきかが,(2)のテーマで

ある｡ しか しそうした実定法の背後には,宗教的,

哲学的,ユー トピア的といったさまざまの観念的正

義体系が潜んでいるはずであり,(1)では思いきり拡

大された視野によって正義の問題を考察 したい｡最

後に(3)においては,過去の,あるいは現存のいろい

ろな法体系が,その法体系を受け入れた集団あるい

は集団のメンバーを無事に存続 させえたか,させえ

なかったか,またさせうるのか,させえないかに関

するテス トの可能性を論ずるものである｡

班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸
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男 (総合人間学部)小越義雄 川浜昇 田中成明

山本克己 山本敬三 (以上法学部) 浜野研三 (文

学部) 阿部昌樹 (大阪市大) 今井弘道 (北大)

植松秀雄 江口三角 (以上岡山大) 亀本洋 (金沢

大) 玉木秀敏 (大阪学院大) 中山竜一 (近畿大)

服部高宏 (国学院大) 平井亮輔 (京都工繊大)平

野仁彦 (三重大) 深田三徳 (同志社大) 松浦好

檎 (大阪大) 森際康友 (名古屋大) 山本顕治

(滋賀大) 若松良樹 (東和大) アスキュー ･デ

イビッド 植木-幹 樺島博志 那須耕介 ノッテ

ジ･ルーク 福井秀樹 耳野健二 毛利康俊

1993年

1月22日 人間の本性の存在とその道徳的意味

浜野

5月21日 F･-フトの ｢交渉術｣論 服部

6月11日 法の不確定性とプラグマティックな

法学の可能性 グレッグ

6月25日 フェアネスとしての正義と論理学

山下

7月9日 人権概念をめぐる諸理論について一

国際人権法を中心にして- 深田

9月24日 事故法における正義 浅野

10月8日 正義感覚と法行動 阿部

10月22日 民族と国家一国家における自由の第

三段階一 森際

11月5日 法 ･正義 ･歴史-とりわけF･エヴァ

ル ドを中心としたフーコー派正義論

に関 して一 中山

11月26日 契約と日常的正義 ノッテジ

12月10日 帰国報告 亀本 ･川浜

本研究班は平成 5年度をもって終了し,平成6年

度内に成果を発表する予定である｡

東 方 部

中園語史の資料と方法 班長 高田 時雄

1990年4月から3カ年の濠定で始まった本研究班

は,本年3月を以て終了した｡標記のテーマに基づ

いて報告され,討論された三年間の共同研究の成果

は1994年3月に論文集 『中国語史の資料と方法』と

して刊行の琢定である｡

学 報

中国語音韻史の研究 班長 高田 時雄

今年度より五カ年の計量で始まった本研究班は,

一般の書目には著録されることの稀な明清の韻撃関

係の書物を取り上げ,序蚊や凡例の合講を通 じて,

明清の音韻史を辿ろうとするものである｡最終的に

は,『小筆考』の補編ともいうべき明清の音韻筆書

の提要の作成を目的とする｡今年度は,『洪武正韻』

(佐々木猛塘嘗),『正音通俗表』(岩田憲章据嘗)の

序抜,凡例を議了した｡以後の合議複定資料および

塘富者は以下のとおり｡

西儒耳目資 (高田時雄),五万元音 (木津祐子),

等韻一得 (矢放昭文),書文音義便考私編 (平田昌

司),切韻葦原 (佐藤晴彦),山門新語 (木田章義),

音韻日月燈 (岡島昭浩),韻撃集成 (凍原達郎),李

氏音鑑 (森賀一恵),潮馨十五音 (吉川雅之)0

六朝美術の研究 班長 曽布川 寛

一九九〇年四月から五年の計画で始まった本研究

班は,六朝を中JLりこ後漢,惰唐時代を含めた時代を

扱い,この時代の美術全般についてより精確な理解

をめざそうとするものである｡具体的な方法として

は出土文物,石窟寺院などの仏教美術,書論や画論

などの芸術論を三本の柱に取り上げることにする｡

今年は班員及び招請研究者による各々専門分野にお

ける以下のような研究発表を行った｡また併せて造

像記と芸術論の会読を行い,造像記として甘粛省南

石窟寺碑,崇顕寺碑 (稲本泰生担当),宝山霊泉寺

石窟造像記 (大内文雄担当),芸術論として装孝源

『貞観公私画史』(木島史雄担当),『梁武帝輿陶隠居

論書啓』(下野健児担当)を取り上げた｡

法顛侍研究 班長 桑山 正進

法額の行歴記は,昔時の中央アジア,インドの沸

教事情を活寓 している｡一九世紀の俳評注一例,二

〇世紀初めの英詳注三例,日本語謬注二例があるけ

れども,いずれも Outofdateである｡首班は章

巽 『法頼侍校注』(上海古籍出版社,一九八五)杏

テキストにとりあげ,その注を謹みつつ,これらの

諸講を照合 し,また 『水経注』の記事を参照して,

接るべき現代語講を作成する｡あわせてその内容で

ある五世紀の中央アジアとインドを班員の専門分野
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である歴史,言語,宗教,考古,美術などの多角視

鮎をもって検討する｡班員とその合議分槍は以下の

とおり｡高田時雄 (序から校注説明まで),森安孝

夫 (干関まで),吉田豊 (喝叉から陀歴まで),春田

晴郎 (烏毒から弗棲抄まで),小野浩 (那端から批

茶まで),定金計次 (摩頑羅から抄紙大国まで),入

滞崇 (拘薩羅舎衛園から俳般泥垣虞まで),中谷英

明 (批舎離から研沙王葛城まで),武内紹人 (伽耶

城から多摩梨帝まで),井狩蒲介 (師子固),稲葉穣

(浮海東遺),船山徹 (高僧侍中の法頼,智厳,賓雲

の侍記),榎本文雄 (経録等)｡本年は入滞分塘箇所

までを終了した｡

前近代中国の法制 班長 梅原 郁

前近代中国の歴史の中で ｢法律｣がどのように形

成され展開していったか,また他の歴史世界と比較

してどんな特性を持っていたかといった関心のもと

に,先秦時代から清代に至るまで幅広く多様な問題

を追求している｡共通のテクストとしては,新出の

敦煙漠簡と,本所が伝統的に研究を進めている敦煙

文献の法律関係の資料を使用している｡

中国古代建制研究 班長 小南 一郎

最終年度を迎えた本研究班は,従来に引き続き,

｢周穫｣春宮篇を唐の貢公彦の疏で読み,経文およ

び鄭玄の注に訳注を付けた｡本年度は,音楽に関係

する部分を読み終わり,占いをつかさどる大 卜の職

まで読み進んだ｡

今回の研究班では,｢周頑｣春宮篇後半の,占い

や重視に関わる部分を読み残すことになったが,そ

の部分の訳注作業を,将来も継続したいと考えてい

る｡また,｢周頑｣の輪読と並行 して行われた班員

の研究報告に基づき,中国の頑制,頑学,祭杷儀礼

などをめぐる論文集を釆年度中に出版する予定であ

る｡

明末清初の社会と文化 班長 小野 和子

四力年計画で始まった研究班も第三年度に入り,

折り返し点に達したので,今年度は研究報告を中心

に研究会を運営した｡王朝交替というドラマテック

な展開の中で,権力構造 ･政治過程 ･国家財政 ･地

報

域社会 ･民衆の意識など,様々な角度から論議が深

められた｡

中国技術史の研究 班長 田中 淡

本研究班は,一九九一年四月から向こう五箇年の

橡定で,中歯の侍続的技術の特質について,とくに

生活科挙 ･技術の関連分野を主たる封象としてとり

あげながら,検討を加えてゆこうとするものである｡

富面,研究合は技術史全般に関わる分野を主として,

関連の特定分野を副とする二本だての構成をとり,

前者は元 ･王祖の 『農書』,後者に梁啓雄輯 『哲匠

録』畳山篇をそれぞれテキストに選び,合讃 ･評注

作成をすすめてゆく濠定である｡また,それと並行

して,技術史の諸分野にわたる班員の研究曹表を随

時おこなってゆく｡標記の期間に,『農書』農器囲

譜 ･采稚門,鍵南門,銭錆門,杵臼門,倉庫門の諾

注を自杉悦雄 ･黄蘭期 ･福田美穂 ･中島長文 ･大平

桂一 ･橋本敬造,『哲匠録』垂山の校補 ･語注を外

村中･森村謙一 ･小林清市がそれぞれ塘嘗した｡

六朝道教の研究Ⅱ 班長 吉川 忠夫

『真詰』七篇全二十巻の合議をひき績いて行い,

第十三巻 ･第十四巻稽神植篇三 ･四の詳注を完成し

た｡稽神梶篇は茅山の宗教地理に関する章である｡

幸漢障唐の文物資料 班長 砺波 護

本研究班では昨年に引き続き,隔週水曜日の研究

会で出土文物に関する範囲の研究発表が行われた｡

中華文人の生活 班長 荒井 健

一九九一年度より二年間,奮中国の文人の生活全

般について,線合的に検討してきた本班は,今期各

分野の研究報告および討議を行い,九三年三月に研

究終了する｡その成果は論文集 ｢中華文人の生活｣

として ｢長物志｣評注とともに公刊複定｡

1920年代の中国 班長 狭間 直樹

本研究会は,研究する時期を ｢20年代｣にしぼる

ことによって,時代史的視角,および世界史の共時

的視角から国民革命期中国の諸相をとらえなおそう

としたものである｡5年間の蓄積をもとに,もっか
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各班員が論文の執筆にあたっており,近くその研究

成果を発表することになろう｡

梁啓超の研究-その日本を媒介とした西洋近代認識

について一 班長 狭間 直樹

本年度より3カ年の予定で開始した ｢梁啓超の研

究｣は,中国の近代世界認識形成,および近代西洋

学術文化の摂取に多大な貢献をした梁啓超の役割に

主眼をおいて研究 しようとするものである｡そのさ

い,かれが近代西洋認識の過程で主たる媒介として

依拠した同時代の日本からうけた影響に意をはらい,

伝統的社会に育ったかれの認識がいかに展開したの

かを,多面的かっ世界的視座にたって検討していく

ことが必要となるだろう｡本年度はかれとその経学

請,法政論,経済論,宗教論,文明論,学術論等の

変遷にかんして,各班員の研究報告を検討すること

を中心として研究班をすすめた.

中国近代の都市と農村 班長 森 時彦

本年度から五年計画でスタートした本研究班は,

都市と農村の関係を主軸にすえて,中国近代史を長

いタイムスパンで縦断的にとらえなおし,前近代か

ら現在にいたる中国社会の変動を巨視的に分析する

視座の確立をめざしている｡目下は助走の段階とし

て,各班員の個人研究を所与のテーマに即して整理

しなおした報告が比較的多いものの,中国からのゲ

ストスピーカー (南京大学の茅家碕,厳学照,斬江

省社会科学院歴史研究所の陳学文,上海交通大学の

厳民の四先生)がそれぞれの専門の立場から,明清

から近代にいたる都市化の問題を論じて有益な示唆

を与えられたのをはじめ,すでに課題の核心にせま

る問題提起 (中国の近代化を沿海地域の都市化と内

陸地域の ｢農村化｣ との並進過程ととらえてみては

との提案)をもりこんだ報告も出現している｡

客 員 部 門

人文学のアナ トミ- 班長 山田 慶見

グランド･セオリーの有効性が疑わしくなり,人

文諸科学の専門化と細分化が進んだ現在,人文学は

一つの転機に立っている｡この研究会は,この知的

な好機をふまえなが ら,人文学の方法論を中心とす

学 報

る新しいパラダイムの構築をめざしている｡そのた

めの基礎的な作業として,人文学の諸領域において

これまで蓄積されてきた様々の古典的テキストを新

たな視点から読み直す一方で,人文学のフロンティ

アに立っ諸問題をソフトウェアとハードウェアの両

面を見据えながら検証してきた｡最終年度にあたる

本年の後半からは,報告書作成にむけ,班員各自の

論文要旨発表を始めている｡相互の討論をさらに重

ねたうえで, 3年間の共同研究の成果を論文集とし

て近く刊行する予定である｡

班員 井狩蒲介 上野成利 宇佐美斉 大浦康介

阪上孝 佐々木克 佐々木博光 鈴木啓司 田中雅

一 谷泰 富永茂樹 藤井正人 藤田陸別 前川和

也 光永雅明 山室信一 (以上所内) 水嶋一意

1993年

1月26日 ｢翁の文｣を読む 山田

2月9日 能のワキをめぐる問題 藤田

2月23日 ネイションとは何か 水嶋

3月9日 外国文学研究は無意味である (!?)

大浦

5月18日 ニューアトランティスとその周辺

富永

6月1日 社会 (思想)史をどう書くか 光永

6月15日 古典インド法典と ｢法 (ダルマ)｣

の概念の展開 井狩

7月6日 基礎論について 鈴木

7月20日 研究の方向をめぐって 全員

9月21日 学問はいかにして成立可能か-富永

仲基の言語批判と相対主義の立場

山田

インテレクチュアルズの誕生 光永

10月5日 古代インド宗教歌詠の思想性一哲学

生成の一段面 藤井

人文学と ｢他者｣ 水嶋

10月19日 言語世界と関与主体一笑い表象の自

己言及的文脈指示機能の考察から

谷

古典ヒンドゥー法典編纂の手法,あ

るいは編纂者の思考法についての試

論 井狩

11月16日 基礎論について一数学と哲学を題材
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に

能という歌舞の中の演劇的表象

鈴木

報

鈴木 啓司

音声形式の記述 と分析 藤田 陸別

藤田 フレデ リック ･- リソンとイギ リス実証主義

11月30日 文学についての学は可能か一軟石に

みる文学と科学 大浦

｢都市革命｣あるいは都市社会の成

立一古代メソポタミアにおける

前川

12月14日 詩歌の起源と転変一比較詩学の視座

を求めて

Ⅱ 個人研究

日 本 部

日本ファシズムの研究

日本近代文化史の研究

廃藩置県の研究

植民地経済の研究

光永 雅明

ドイツ中世のエ トノス 佐々木博光

フランクフル ト学派の政治思想 上野 成利

東 方 部

末代の官僚制度

宇佐美 六朝惰唐精神史

晴唐政治社会史研究

梅原

吉川

砺波

五四時期中国社会主義の研究 狭間

郁

夫

護

樹

忠

直

インド亜大陸北西地方の歴史考古学研究

桑山 正進

古屋 哲夫 古代中国における説話伝承の研究 小南 一郎

飛鳥井雅道 東林党の研究 小野 和子

佐々木 克 原始儒教起源論 荒牧 典俊

山本 有造 中国中世土地所有制の研究 勝村 哲也

文化史および文明史としての国民国家の形成

横山 俊

日本近世社会における政治権力 藤井 譲

政治文化の中の社会理論 山室 信

近代朝鮮の政治と社会 水野 直

日本近世の地域社会の研究 塚本

士族の研究

文学と近代

貨幣の研究

西 洋 部

西洋論理思想史

社会的相互行為の解読

思想と制度

シュメール行政 ･経済文書の研究

インド世界の儀礼の研究

フランスの詩学

群衆現象の社会学

南アジアにおける宗教 と社会

文学理論の研究

落合 弘

斎藤 希

安富

夫

治

一

樹

明

樹

史

歩

山下 正男

谷 泰

阪上 孝

前川 和也

井狩 禰介

宇佐美 賓

富永 茂樹

田中 雅一

大浦 康介

六朝道教思想研究

中国美術の様式と意味

中国建築の様式 ･技法 ･空間

近代中国の綿紡織業

敦煙文書の言語史的研究

中国古代中世の法制

先秦時代の金文

漢唐間における天文学と文化

変谷 邦夫

曽布川 寛

田中 淡

森 時彦

高田 時雄

富谷 至

浅原 達郎

新井 晋司

イスラーム勢力進出期のアフガニスタン･北インド

唯識思想研究

中国共産主義運動の歴史と思想

唐宋時代の士人

宋元道教研究

明清時代の官僚制度

六朝時代学術史の研究

中国の伝統的品詞観

中国仏教美術の研究

高麗及び朝鮮官僚制の研究

後期ヴェ-ダ文献の成立史研究-ブラーフマナか ら

ウパニシャッドへ一 藤井 正人

デカダンス文学における自己矛盾の研究
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稲葉 穣

船山 徹

石川 禎浩

中砂 明徳

横手 裕

谷井 陽子

木島 史雄

森賀 一恵

稲本 泰生

矢木 毅
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事 業 概 況

夏期公開講座

1993年 7月 於 本館大会議室

一絵とうた-･文化の現場を読む-

9日 歌い手たちの変貌一能の ｢コロス｣とそ

の意味づけ一 藤田 陸別

聖歌から聖音へ一古代インド宗教歌詠の

思想佐一 藤井 正人

詩のことば-リュートからイメージへ一

宇佐美 秀

10日 漢代画像石基の世界 曽布川 寛

仏像の出現-それは大乗経典にかかわら

ないか- 荒牧 典俊

天皇の図像一錦絵から御真影へ-

佐々木 克

開所64周年記念公開講演会

1993年11月11日 於 本館大会議室

貨幣の自生と自壊 安富 歩

木札に書かれた中国古代 富谷 至

論理学と私 山下 正男

研究成果の刊行

Ⅰ 紀 要

人文学報 第72号

韻文詩翻訳の二つの可能性一上田敏と柳津健による

LEBATEAU IVRE翻訳の試み一宇佐美 賓

門司駅員の引責自殺と山川健次郎言責事件一二つの

忠君愛国をめぐって一 小股 憲明

慶長期近江国の支配- ｢国奉行｣米津親勝をめぐっ

て一 藤田 恒春

友愛と隷従-ラ･ボエシー 『自発的隷従論』の問い

をめぐって一 水嶋 一意

満業の資金調達と資金投入 安富 歩

ヨーロッパ思想とアジア思想の構造的同一性につい

て 山下 正男

棄報 (1992年 1月～1992年12月)

学 報

東方撃報 第65冊

中国遼東半島的史前文化 安 志敏

漠代童像石における昇仙圏の系譜 曾布川 寛

紳享壷と東呉の文化 小南 一郎

チベット文字書寓 ｢長巻｣の研究 (本文編)

高田 時雄

6-8世紀 K豆pi畠i-K豆bu1-Z豆bulの貨幣と蓉行者

桑山 正進

｢宋史刑法志｣謬注稿 (下)

｢中国近世の法制と敢合｣研究班

復杜姓氏校録附復社紀略 井上 進

嚢 報 (1992年 1月～1992年12月まで)

ZINBUN (欧文紀要)No.27

Yves-MarieAllioux,Po6siefranGaise,

po6sie]aponaise:unesph6recommune?

YasusukeOura,Narrateure(S)t

personnage<Ⅱ>

ToruFunayama,A Studyofhalpanapodha:

A TranslationoftheTattuasamgrahavv.1

212-1263byS豆ntaraksitaandtheTattuasam

grahapan～jihabyKamala畠ilaontheDefinit

ionofDirectPerceptlOn

InstituteforResearchinHumanities,Staff

andSeminars:1992

Ⅱ 研究報告その他

法的思考の研究

1993年 1月27日刊

｢満州国｣の研究

1993年 3月31日刊

中国近世の法制と社合

1993年 3月31日刊

中国中世の文物

1993年 3月31日刊

所報 ｢人文｣第39号

1993年 3月31日刊
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所 員 動 静

･荒井 健 (東方部)教授は,停年退官 (3月31日

付),京都大学名誉教授の称号を授与 (4月1目

付)0

･阪上 孝 (西洋部)教授を当研究所所長及び附属

東洋学文献センター長に併任 (4月1日～1995年

3月31日)｡

･山田慶鬼国際日本文化研究センター教授は,併任

教授 (西洋部)0(比較文化研究部門,4月1日～

1994年 3月31日)0

･岸本美緒東京大学助教授は,併任助教授 (東方部)0

(比較文化研究部門,4月1日～1994年3月31日)｡

･砺波 護 (東方部)教授は,文学部教授に配置換

(4月1日付),併任教授 (4月1日～1994年3月

31日)0

･宇佐美 秀 (西洋部)助教授は,教授に昇任｡

･藤井正人大阪大学文学部助手は,当研究所助教授

(西洋部)に昇任｡

･矢木 毅氏を助手 (東方部)に採用｡

･上野成利氏を助手 (西洋部)に採用 (以上4月1

日付)0

･水野直樹助教授 (日本部)は,1992年8月10日伊

丹発,スタンフォー ド大学,ハーバード･エンチ

ン研究所に於いて朝鮮近代史,東アジア関係史に

関する研究及び研究資料蒐集を行い,9月7日帰

国｡

･粛藤希史助手 (日本部)は,1992年8月28日伊丹

発,北京大学に於いて中国文学理論史に関する研

修及び研究資料蒐集を行い8月11日帰国｡

･谷 泰教授 (西洋部)は,1992年12月23日成田発,

ミラノ大学に於いてイタリア･サンドリオ周辺で

の民族学的調査及び研究資料蒐集,マンチェスター

大学に於いて研究論文発表のための打ち合わせを

行い,1月10日帰国｡

･田中 淡助教授 (東方部)は, 1月8日伊丹発,

客家土棲,姑捜塔,開元寺等に於いて中国の古建

築調査及び研究資料蒐集を行い, 1月17日帰国｡

･小野和子教授 (東方部)は,3月19日伊丹発,寧

波大学,上海図書館に於いて1993年漸東学術国際

報

研究討論会出席及び東林覚に関する研究資料蒐集

を行い,3月31日帰国｡

･佐々木博光助手 (西洋部)は,文部省在外研究員

旅費により,3月25日成田発,マックス-ブラン

ク研究所に於いて ドイツにおける種族意識の形成

過程に関する研究を行い,1994年 1月24日帰国｡

･田中雅一助教授 (西洋部)は,国際協力事業団負

担により,4月8日伊丹発,ゴール,コロンボ水

産省に於いて漁村の調査及び調査報告を行い,4

月29日帰国｡

･横山俊夫助教授 (日本部)は,5月30日伊丹発,

チュ-ビンゲン大学日本文化研究所に於いて ｢日

本の礼法｣に関する講義を行い, 7月4日帰国｡

･前川和也教授 (西洋部)は,文部省国際研究集会

派遣研究員旅費及び人文科学研究協会負担により,

6月30日伊丹発,ライデン大学に於いてシュメー

ル農業研究グループ集会出席 ･報告,大英博物館

に於いてシュメール学に関する研究調査及び研究

資料蒐集を行い,7月24日帰国｡

･桑山正進教授 (東方部)は,7月4日伊丹発,ヘ

ルシンキ大学ポルタニア校舎に於いて南アジア考

古学者ヨーロッパ協会第12回国際集会出席,ヴィ

クトリア･アルバート博物館に於いてガンダーラ

彫刻に関する研究資料蒐集を行い,7月14日帰国｡

･谷 泰教授 (西洋部)は,7月18日伊丹発,仏社

会科学高等研究院歴史研究センター,パリ高等研

究院, ミラノ大学に於いて人 ･家畜間関係につい

ての文献資料蒐集及び調査を行い,8月19日帰国｡

･田中 淡助教授 (東方部)は,委任経理金により,

8月22日伊丹発,香港大学に於いて第34回アジア

北アフリカ国際会議出席及び食物史に関する研究

資料蒐集を行い,8月28日帰国｡

･小南一郎教授 (東方部)は,9月2日伊丹発,中

国社会科学院文学研究所に於いて1993･中国古代

小説研討会にて論文発表を行い,9月12日帰国｡

･曽布川 寛助教授 (東方部)は,9月4日伊丹発,

龍門石窟研究所,駅西省歴史博物館,兵馬桶坑博

物館等に於いて龍門石窟1500周年国際学術討論会

出席及び中国美術に関する研究資料蒐集を行い,

9月24日帰国｡

･横手 裕助手 (東方部)は,文部省科学研究費補
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助金により, 9月9日成田発,上海白雲観,杭州

抱朴道院,金華山等に於いて道教に関する調査及

び研究資料蒐集を行い,11月11日帰国｡

･荒牧典俊教授 (東方部)は,9月29日伊丹発,イ

ンド国際センターに於いて ｢環境問題及び儒教の

貢献｣シンポジウムに出席し,10月8日帰国｡

･桑山正進教授 (東方部)は,10月22日成田発,タ

フテバヒ遺跡,スワート寺院,シンガポール国立

大学等に於いてガンダーラ遺物及びガンダーラ仏

教に関する調査及び研究資料蒐集を行い,11月19

日帰国｡

･稲葉 穣助手 (東方部)は,11月5日成田発,ス

ワート寺院,ペシャーワル大学,タキシラ遺跡等

に於いて仏教寺院及びタキシラ遺跡に関する遺跡

調査ならびに初期イスラム時代に関する写本及び

遺物調査を行い,11月21日帰国｡

･田中雅一助教授 (西洋部)は,委任経理金により,

11月6日伊丹発,マドラス大学,タミル大学,デ

リー大学に於いて寺院儀礼と家庭祭把の供物の人

学 報

類学的研究を行い,12月16日帰国｡

･横山俊夫助教授 (日本部)は,11月14日伊丹発,

ウィーン大学,国立工芸美術館,ブリギッテナウ

国民大学校等に於いて1873年ウィーン万博に関す

る資料調査及び学術情報交換等を行い,11月23日

帰国｡

･狭間直樹教授 (東方部)は,11月22日伊丹発,広

東大慶ホテル,新会学術会議場,南海学術会議場

に於いて ｢戊成后康有力梁肩超与維新派｣国際学

術研討会に参加し,11月27日帰国｡

･奈藤希史助手 (日本部)は,11月21日伊丹発,広

東大庭ホテル,新会学術会議場,南海学術会議場

に於いて ｢戊成后康有力梁肩超与維新派｣国際学

術研討会参加,香港中文大学に於いて中国近代文

学に関する研究資料蒐集を行い,12月1日帰国｡

･高田時雄助教授 (東方部)は,11月24日伊丹発,

北京大学,新責ウイグル自治区文化庁に於いて新

責出土寓本に関する研究資料蒐集を行い,12月24

日帰国｡
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